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 要 旨   
妊娠女性によるアルコールの使用は、胎児の身体的および知的発達での遅滞と形成異常

をもたらす危険性が多く報告されているにも関わらず、重大な公衆衛生上の問題となって

いる。この種類の臨床的な研究には限界があるが、幾つかの研究では子宮で胎児へのアル

コール曝露によって、新生児の免疫系の障害が生じることも示唆されている。しかし、胎

生期のアルコール曝露（FAE）によって成人後の感染症の状態にどうのような効果がもた

らされるのか、殆ど知られていない。この研究では、疾病の易罹患性や成人での免疫系に

対する FAE の長期的効果について検討した。この目的のため、FAE 後の成体マウスにイン

フルエンザウイルスを感染させ実験をおこなった。 
 妊娠期および授乳期にエタノールを曝露したマウスでは、インフルエンザウイルス感染

の後、疾病の重症度の増悪と肺のウイルス力価の持続的な増加がみられた。これらの FAE
の効果は、成体マウスへの 2 度目のアルコール曝露で、さらに悪化（増強）した。さらに、

FAE マウスはインフルエンザ感染によるウイルス特異的な肺 CD8 T 細胞数の減少、肺 B
細胞病巣のサイズと頻度の低下、インフルエンザ特異的抗体産生の低下などの獲得免疫反

応での障害が認められた。 
 この研究の結果は、FAE はインフルエンザウイルス感染に対する長期的な免疫系の障害

と易罹患性を生じ、FAE のヒトでは重篤で致死的な呼吸器感染症の発症危険性が上昇して

いることを示唆している。 
 
 
 
 
 
 
 

 




